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～わたしたちの日常生活に欠くことのできない、大切なこと～
下呂市のごみ処理事業について

　

今
、
わ
た
し
た
ち
の
住
む
下
呂

市
で
は
、
旧
益
田
郡
の
こ
ろ
に
建
設

さ
れ
た
ご
み
処
理
施
設
の
「
下
呂
市

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」（
平
成
５
年

供
用
開
始
）
が
、
20
年
目
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
施
設
の
更
新
時

期
に
到
達
し
、
移
転
建
設
が
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
に
「
広
報
げ
ろ 

５
月
号
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
下

呂
市
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
用
地

検
討
委
員
会
で
は
、
建
設
候
補
地

の
選
定
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
受
け
入
れ
先

が
な
く
、
す
べ
て
“
白
紙
”
の
状

態
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
の
中
で
、

最
も
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る
「
ご
み
処
理
事
業
」。
よ
り
よ
い

施
設
建
設
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

　
　
　
　
　
重
要
な
施
設

　

平
成
23
年
度
に
、
下
呂
市
の
ご
み
処

理
施
設
で
受
け
入
れ
た
“
総
ご
み
量
”

は
１
万
１
０
７
６
ト
ン
（
年
間
１
人
当

た
り
３
０
０
キ
ロ
）
で
、
そ
の
内
の
９

割
以
上
が
可
燃
ご
み
で
す
。

　

こ
の
可
燃
ご
み
を
焼
却
す
る
た
め
の

施
設
の
耐
用
年
数
は
、
一
般
的
に
15
年

か
ら
20
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
更
新

時
期
を
迎
え
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に

か
か
る
維
持
修
繕
費
は
、
こ
こ
５
年
間

で
約
８
億
８
千
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

　

市
民
か
ら
「
家
の
近
く
に
処
理
施
設

が
あ
る
の
は
い
や
だ
な
ぁ
」、「
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
が
心
配
だ
」
と
の
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

移
転
建
設
と
な
る
焼
却
施
設
の
安
全

性
や
、
周
辺
地
域
に
及
ぼ
す
影
響
（
収

集
運
搬
車
両
の
往
来
、
に
お
い
、
健
康

被
害
な
ど
）
を
心
配
さ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
不
安
や
疑
問
、

お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
を
是
非
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

　

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
設

だ
か
ら
こ
そ
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　

☎
26
・
３
３
９
７　

　
　
　
　
　
【
環
境
部
・
環
境
施
設
課
】

一般家庭

傘、なべなど紙くずや残飯など ペットボトル
アルミ
スチール缶

　一般的に、市民のみなさんのご
家庭から排出される「家庭ごみ」
や、各事業所から出される「事業
系ごみ」は、分別ルールにより分
けられ、収集運搬車両が回収して、
クリーンセンターへ搬入していま
す。（直接持ち込むことも可）
　クリーンセンターでは、収集さ
れたごみの種類ごとに処理されて
いきます。可燃ごみは焼却炉で燃
やして処理。再生可能資源はリサ
イクルされていきます。

下呂市一般廃棄物最終処分場

焼却灰や再資源化でき
ない不燃物等の埋立

下呂市クリーンセンター

※イラストはごみ処理の流れを簡略化したものです。

1 日あたり
ごみ受入量約４３トン
（H23年度：受付日数259日）

ビン類

ゴミ収集車など

資
源
再
生
へ

第１回（シリーズ全４回）

不燃ごみ可燃ごみ 再生可能資源
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が
市
内
各
地
で

　
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
今
月
号
は
下
呂
・
萩
原
・
金
山　

※
小
坂
・
馬
瀬
は
来
月
号
に
掲
載
）

下
呂
市
を
彩
る
真
夏
の
祭
典

　

初
日
に
開
催
し
た
「
龍
神

火
ま
つ
り
」
で
は
、
５
つ
の

区
か
ら
総
勢
５
０
０
名
以
上

も
の
出
役
が
あ
り
、
サ
ラ
シ

に
パ
ッ
チ
姿
の
若
衆
が
龍
体

を
担
ぎ
、
温
泉
街
を
乱
舞
し

ま
し
た
。
２
日
は
湯
の
華
み

こ
し
・
下
呂
お
ど
り
。
３
日

は
下
呂
温
泉
花
火
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
夏
公
演
・
下
呂
お
ど
り
。

４
日
は
歌
塚
供
養
祭
・
歌
謡

祭
な
ど
が
行
わ
れ
、
多
く
の

観
光
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
は
市
内
各
地
で
夏
を
彩
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
市
町
村
合
併
か
ら
８
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
“
お
祭
り
”
を
知
ら
な
い
方
も

意
外
と
多
い
よ
う
で
す
。
夏
の
暑
さ
に
も
負
け
な
い
く
ら

い
の
熱
気
と
感
動
に
包
ま
れ
た
“
お
祭
り
”
を
、
今
月
号

と
来
月
号
に
わ
た
り
ご
紹
介
し
ま
す
。

８
月
１
～
４
日

　

下
呂
温
泉
ま
つ
り

８
月
７
～
９
日

ふ
る
さ
と
萩
原
夏
ま
つ
り

　

期
間
中
は
七
夕
飾
り
が
街
を
彩

り
、
初
日
の
呼
び
物
の
「
綱
引
き

大
会
」
で
は
、
商
店
街
の
ど
真
ん

中
で
仮
装
を
し
た
10
人
の
選
手

が
、
区
の
代
表
と
し
て
真
剣
勝
負

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

８
日
は「
萩
原
連
れ
み
こ
し
行
列
」

や
「
御
前
太
鼓
」、９
日
は
「
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
商
店

街
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

★
お
め
で
と
う
　（
敬
称
略
）

第
39
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
出
場

（
会
期
・
８
月
19
日
～
22
日
）

（
会
場
・
千
葉
県
千
葉
市
）

▽
２
０
０
m
・
小
池
譲
也
（
下
呂
中

３
年
）
▽
１
０
０
m
Ｈ
・
市
村
紅
葉

（
金
山
中
２
年
）

第
34
回
東
海
中
学
校
総
合
体
育
大
会

出
場

（
会
期
・
８
月
９
日
～
11
日
）

（
会
場
・
静
岡
県
掛
川
市
、
袋
井
市
）

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
・
萩
原
南
中

▽
卓
球
団
体
男
子
・
下
呂
中
▽
卓
球

個
人
・
二
村
有
律
（
下
呂
中
３
年
）

▽
同
・
日
向
隼
秀
（
同
３
年
）

▽
４
０
０
m
・
石
丸
進
也
（
萩
原
南

中
３
年
）
▽
３
千
m
・
塚
中
栄
都
（
同

３
年
）
▽
２
０
０
m
・
小
池
譲
也
（
下

呂
中
３
年
）
▽
棒
高
跳
・
吉
田
幸
志

郎
（
同
２
年
）
▽
１
１
０
m
Ｈ
・
奥

村
拓
実
（
金
山
中
３
年
）
▽
１
０
０

m
Ｈ
・
市
村
紅
葉
（
同
２
年
）
▽

１
５
０
０
m
・
亀
山
茜
（
同
２
年
）

９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」

　
　
　
～
15
日
は
救
急
医
療
週
間

救
命
講
習
に
参
加
し
て
、
応
急

手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
！

　

激
し
い
雨
が
降
り
、
開
催
も
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
日
程
ど
お
り
「
横

谷
峡
滝
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
帰
省

し
て
い
る
家
族
連
れ
な
ど
５
０
０
名

が
マ
ス
や
ア
マ
ゴ
を
つ
か
み
ど
り
に

し
て
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
黄
金
姫
の
郷
音
楽
祭
」

や
金
山
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演

奏
、
白
龍
太
鼓
の
演
奏
な
ど
の
催

し
が
あ
り
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
花
火

大
会
も
、
大
勢
の
観
客
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

８
月
13
日

　

飛
騨
金
山
夏
ま
つ
り

龍神の勇壮な舞！温泉街で打ち上がる、
花火ミュージカル

綱引きでも、なでしこ
ジャパンが登場！

みんなで楽しく「ワッショイ！」

魚を追いかけ、
大人も子供も夢中

商店街に黄金姫が登場


